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ビデオ教材は効果的だが・.....

筆者は大学教員で、図書館関係の授業を担当し

ており、時々授業で、大学図書館から借りたビデ

オ・ DVD教材を使用している。大学教員の立場

から、ビデオ教材等の映像資料の利用方法の改善

策について考えてみたい。

よく利用するのは、国立国会図書館の紹介、公

共図書館の障がい者サービスやレファレンスサー

ビスに関するビデオである。

国立国会図書館の紹介ビデオでは、同館の施設

や業務の全体像や具体的な実態を知ることができ

る。利用者は、資料やサービスのごく 一部を利用

するだけで、全体像や具体的な実態を知ることは

難しい。障がい者サービスのビデオでは、障がい

者の人びとの様子や介助の方法を知ることができ

る。日本では、日常生活で障がい者と接する機会

が少ないため、障がい者について知る乙とが少な

い。レファレンスサービスは図書館の専門的なサ

ービスであるが、図書館について学んでいる学生

でも、利用経験は少ない。ビデオ教材で、その実
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みないひでき
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際を知ることによって、イメージがつかめ、 学習

が容易になる。

乙のような図書館の現実の姿は、 言葉では伝わ

りにくいため、映像が効果的である。学生はビデ

オを熱心に見ており、感想でも「ビデオを見ると

とができてよかったjという声が多い。しかし、

ビデオ教材は利用しやすいものではなく、そのた

めか、効果的である割には、利用が少ないようで

ある。

ビデオ教材はなぜ利用しにくいのだろうか

ビデオ教材はなぜ利用しにくいのだろうか。本

や雑誌は人びとの目に触れる機会が多い。書庖の

庖頭や図書館に並んでおり、新聞の広告や書評等

の案内も多い。パラパラめくれば、役に立つかど

うかの判断ができ、役に立ちそうなページを探し

出すことができる。これに対して、ビデオは人び

との目に触れる機会が少なく、中を見ることが難

しい。ビデオが授業で利用できるかどうかを判断

するには、数卜分かけて視聴する必要がある。



ビデオ教材を利用しやすくするには

利用者から見れば、ビデオ教材の案内や紹介は

きわめて不十分で、ある。ビデオ教材は、本や雑誌

では理解しにくい内容を収録しており、案内等も

少ないのであるから、本や雑誌以上に内容の案内

や紹介の方法を工夫する必要がある。

第一に、ビデオをも っと人びとの目に触れるよ

うにすることである。一部の書屈では、専門主題

の記録ビデオをその主題の本の隣に置いている。

そのほうがお客の目に触れやすpからである。公

共図書館でも、長野県の塩尻市立中央図書館では、

DVDを図書と一緒に主題別に配架している。また、

公立図書館の目録では、検索したときに、本とビ

デオのデータが一緒に得られて便利である。

第二に、ビデオの上映機会を増やすことである。

商業庖舗では、商品の傍でプロモーションビデオ

を上映している。図書館でも、著作権法上可能な

範囲で、展示スペースなどでビデオを上映し、集

会室等で上映会を行うことが考えられる。

第三に、パッケージにくわし~)I情報を記載する

ことである。市販の記録ビデオでは、収録してい

る事項のくわしい解説とそのキーワード、代表的

な画面の例などが掲載されており、参考になる。

第四に、利用者による評価を集め、優れたビデ

オ教材を判別できるようにすることである。アマ

ゾン等-で、行っている読者による本の書評の方法が

効果的で、参考になる。

第五に、ウェブサイトで、過去のビデオ教材も

含めて、ビデオの内容や活用方法や評価を詳しく

案内することである。ビデオ教材は点数が少ない

ため、関連する情報が少なく、また、古いものも

役に立つからである。

インターネット上の映像資料も利用できる

このような教材として作成されたビデオ教材以

外にも、さまざまな映像資料がインターネット上

で公開されている。

一部の研修機関はウェブサイトで映像資料を公

開している。国立教育政策研究所社会教育実践研

究センターはインターネット放送により社会教育

情報番組「社研の窓jを公開している。先進的な

生涯学習 ・社会教育の事例を紹介しており、公共

図書館の事例も含まれている。

他方、 YouTube等の民間の動画サイトが広く利

用されており、公共図書館に関する映像資料も公

開されている。短いものが多いが、広報ビデオや

テレビのニュース等を見ることができる。

これらはキーワードによる検索や内容の確認が

容易で、学生が自分で見ることができるため、大

変利用しやすい。

今後の課題-映像資料を活用するために

これらの二種類の映像資料を活用するには、前

提として、図書館による映像資料の収集・提供と

インターネ ット環境の整備が必要である。

多様な映像資料を活用するには、次の三つのこ

とが必要である。

第一に、映像資料の全体像を理解できるように、

映像資料に関する情報を包括したリンク集を作成

することである。リンク集一つで、今まで埋もれ

ていた情報が広く知られるようになるため、利用

者の多様な関心に応えるものが必要である。

第二に、映像資料に関する情報を提供するウェ

ブサイトでは、その存在を知ってもらうために、

メールマガジン等を用いた積極的な情報発信や広

報活動を行うことである。

第三に、映像資料の分野での情報活用能力の学

習を支援することである。情報を探し出し理解し

活用する能力がないと、せっかくの映像資料も活

用できない。資料や情報の知識、情報検索、著作

権、情報技術等に関する各種のマニュアルや研修

テキストの整備、講座等の紹介が期待される。

上記のうち、リンク集の作成と情報活用能力の

学習に対する支援を行う機関として、図書館が考

えられる。この二つは、図書館の今後の大きな課

題となることが予想される。

図書館は、これまでは、資料や情報を所蔵して

提供してきたが、現在では、資料や情報はさまざ

まなルートで入手できるようになっている。この

ため、図書館には、所蔵していない資料も含めて、

それに関する情報を組織化して案内し、利用方法

の学習を支援することが期待されている o 社会環

境の変化に応じて、図書館もその役割を変えて行

く必要がある。
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